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K｡sterlitzである1.5)ここでは,誘電関数 8(q)に対する繰 り込み群方程式を求める1.6簡 単のた
め波数q-0の場合を考える｡
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不規 則 な状態 で の局 在
-2次元アンダーソン局在-
京大 ･基研 氷 上 忍
ここで取り上げる問題は最近くり込み群の方法で研究されている2次元アンダー ソン局在の
問題である｡金属に不純物を入れると電子は不純物散乱を受けて,電気伝導度にその効果があ
らわれる｡もし不純物がかなり不規則なポテンシャルをっくれば,電子はそのポテンシャルに
つかまって局在し,金属ではなく絶縁体になるとアンダーソンが1958年に言い出したのがそ
もそもの始まりで, その後多くの研究がなされた.この問題は厳密に言えば-電子が絶対零度
で,ポテンシャルが不規則な為にあるエネルギ Eーcのところで伝導電子から局在電子に変わる
問題である.一般にこのようなEcはモービ･リティエッジ (易動度端 )と呼ばれているo実験的
には電子間の相互作用の影響やフォノン励起の為,アンダーソン局在が起こるかどうかはっき
りしない.後で述べるが2次元のMOSFETと呼ばれるシリコン表面の電子系や,薄膜の金属
でアンダーソン局在が起っていると解釈できることが最近わかってきたので,今後の実験及び
理論の発展が期待される｡(アンダーソン局在の今までの発展はアンダーソンのノー ベル賞講演1)
やサウレスの講義録2)が参考になる｡)
さて,2次元のアンダーソン局在の理論であるが,2次元の′､イゼンベルクスピン系の理論
と似た所がある｡2次元のスピン系は4次元のゲージ理論と似ているので,2次元アンダーソ
ン局在理論は4次元QCD理論と共通した面を持っていると言ってもよい｡
くり込み群が適用出来る弱結合を最初に考えることにする｡不純物散乱が弱い時には,以前
に超伝導の不純物効果の問題で考えられたように, 摂動論でボルン近似をっかって考えられる｡
注目する点は,この一つの電子が不純物散乱によって拡散モー ドがどうなるかということであ
る.拡散モードはゴー/レドストーンモー ドと見ることが出来て,スピン波と類似させるとわか
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